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 毎週水曜日にみよし交流館（旧滝田公民館）で開催されて
いる『となりのみよちゃん』と『親子でみよちゃん』で、７月４日
に七夕飾りを作りました。 
 玄関に立てた大きな竹に大人も子どもも「ぱんやさんにな
れますように」「世界が平穏でありますように」など、短冊に思
いおもいの願いを込めて飾り付けをしました。 
 皆さんは、今年の七夕にどんなお願いをしたのでしょうか？ 

 

 例年よりも少し早く梅雨明けし、今年も節電の夏がやって
きました。この夏は電気を使わない南房総のエコグッズ代
表、房州うちわで節電してはいかがでしょう？ 

本織地区 宇山 正男 さん 
 

うやま工房の宇山さんは、全
ての工程をひとりでこなすこ
とができる唯一の職人で、平
成２３年秋には瑞宝単光章を受
章した房州うちわの匠です。 
宇山さんの房州うちわは、道
の駅「三芳村」鄙の里などで
購入できます。 

房州うちわは京都の京うちわ、香川の丸亀う
ちわと並び、日本三大うちわとされています。
竹の丸みそのままを活かした「丸柄」と、48～
64等分に割いた骨を糸で編んで作られる半円
で格子模様の美しい「窓」が特徴です。   
 房州うちわづくりは、竹の選別から始まり、
割竹（さきだけ）、弓削（すげ）、貼りなど、21の
工程で仕上げていきます。すべてが手作業、
職人たちの伝統の技が生きています。 

関東でうちわ作りが始まったのは、江戸時代
（天明年間・1781～1788年）。当時、房州は、材
料の竹を送り出す産地でした。「地方資料小
鑑」（明治44年千葉県発行）によれば、房州で
のうちわ生産は、明治10年に那古町（現在の館
山市那古）に始まり、付近の町村に普及したと
されます。「房総町村と人物」（大正7年千葉県
発行）では、明治１７年に、岩城惣五郎（那古町）
が東京から職工を雇い、生産を始め、安房郡の
一大物産としたとされています。大正末期から
昭和の初めにかけては、年間7～800万本もの
房州うちわが生産されるようになりました。内
職として携わる人は、1,000人ほどいたそうで
す。現在は、安いポリうちわや後継者不足で、
年間2～30万本の生産になりました。 
 房州うちわは平成15年に、千葉県では唯一
の経済産業大臣指定伝統的工芸品として認定
され、房州うちわは新しい魅力に置きかえられ
ようとしています。 房州うちわの特徴・歴史の出典：房州うちわ振興協議会 

 http://www.bosyu-uchiwa.com/ 

 この夏は自分で作ったマイ房州うちわで 
 涼を楽しんでみてはいかがでしょうか？ 

 ●うやま工房 うちわ製作体験（要予約） 
        完成品の購入も可 
        問合せ ＴＥＬ３６－２１３０ 
 

 ●道の駅とみうら枇杷倶楽部 房州うちわ作り体験 
                        夏期不定期（要予約） 
               問合せ ＴＥＬ３３－４６１１ 



みよし通信に載らない地域の情報は【南房総みんみんネット】の 
≪地域づくり協議会「みよし」≫サイトからご覧いただけます！ 

自然観察会 

身近な昆虫を観察しよう 

【日  時】８月２２日（水） ８時５０分集合 
【場  所】みよし交流館駐車場 
【対  象】幼稚園児（保護者の付添いが必要） 
      小学生低学年 
【定  員】１５名 
【参加費】５００円 
【持ち物】帽子 ・ 水筒 ・ 虫カゴ ・ 虫とりアミ ・ 
      あればデジカメ ・・・など 
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シュノーケリング体験 

海の中を覗いてみよう 

【日  時】８月１８日（土） ９時集合 
【場  所】東京海洋大学館山校舎（館山市坂田） 
【対  象】小学４年生以上の方 
      小学４～６年生は要保護者の参加 
【定  員】４０名 
【参加費】小学生５００円／中学生以上１０００円 
※シュノーケル・マスク・フィンなどのレンタル含む 

【持ち物】水着・バスタオル ・・・など 
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↑講座についてのお問合せ・お申込みは、地域づくり協議会「みよし」事務局まで ＴＥＬ：３６－１１８５ 

http://civil.mboso-etoko.jp/ 

携帯サイト 登録団体一覧 ： 地域づくり協議会「みよし」 

南房総みんみんネット 検索 

～夏期限定～ みよし交流館が≪みよしファミリーキャンプ場≫に大変身！ 
 

地域づくり協議会「みよし」では、７月２１日（土）から８月１９日（日）まで、みよし交流館（旧滝田公民
館）グランドを利用した有料（１区画３０００円）の≪みよしファミリーキャンプ場≫を開設します。ご予
約は【道の駅「三芳村」鄙の里：ＴＥＬ３６－４１１６】で受付けます。これに伴い、夏休み中の『みよちゃん』
の開催場所も変更させていただきますのでご了承ください。 
この期間の施設の貸出しはお休みさせていただきます。詳しくは事務局までお問合わせください。 


